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■特集 「核」と東アジアの安全保障 

＊米国の核態勢見直し ―継続性のなかの課題 戸﨑洋史 

＊中国の核戦略の現状 小原凡司 

＊北朝鮮の核戦略：進展と課題 山口亮 

■ASIA STREAM（2023 年 1-2 月） 

＊中国の動向 中国の偵察気球を米軍機が撃墜 米中両国に衝撃走る 濱本良一 

＊台湾の動向 新行政院長として陳建仁前副総統が就任 門間理良 

＊朝鮮半島の動向 大詰めとなった徴用工問題の解決案と韓国の内政事情 小針進 

■COMPASS 

＊インドから見た中国 鈴木一人 

＊米中戦略的競争と「台湾有事」 増田雅之 

＊人事刷新で民進党は再建めざす 石原忠浩 

■Briefing Room 

＊国勢調査とインド社会 飯田玲子 

■マカオは今〔74〕 

＊リベンジ消費から構造改革へ 塩出浩和 

■Book Review on Asia 今月の一冊 

＊『千年の歓喜と悲哀 アイ・ウェイウェイ自伝』（艾未未著 佐々木紀子訳） 嵯峨隆 

■ASIA SCOPE 

＊躍動する「あいだ」の人 トンドゥプジャ 星泉 

■滄海中国 

＊電影中国 独立系映画 その 1 吉川龍生 

■企画連載 国際エネルギー危機と脱炭素潮流の下での中国のエネルギー問題（第 6 回） 

＊中国のエネルギー外交 ―経緯と現況 伊藤庄一 

■巻頭言 

＊プラグマティックで思慮深い核政策を 秋山信将 

■New Publications on Asia 

■表紙写真：朝鮮通信／共同通信イメージズ 

＊2 月 18 日に平壌国際空港で行われた大陸間弾道ミサイル（ICBM）「火星砲 15」型の発射 

訓練。同ミサイルはロフテッド軌道で発射されて日本の EEZ＝排他的経済水域内、北海道・ 

渡島大島の西方約 200km 沖の日本海上に落下したと推測される。  


